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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
不
肖
私
、
議
長
の

要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
と
共
に
、
議
長
と
し
て

そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

琴
浦
町
も
合
併
後
六
年
に
な
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
と
低
迷
す
る
景
気
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
豊
か

で
暮
ら
し
や
す
い
活
力
と
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
議
会
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で
将
来
へ
伸
び
て
ゆ

く
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
、
少
子
高
齢
化
の
す
す
む
中

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
の
充
実
と
、
そ
れ
を
支
え
る
生

活
環
境
の
整
備
と
共
に
、
活
力
あ
る
農
林
水
産
業
と
商
工
業
の

振
興
に
努
め
後
継
者
や
起
業
家
を
支
援
し
て
雇
用
の
確
保
と
将

来
展
望
の
あ
る
町
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
琴
浦
町
に
誇
り
を
持
ち
、「
琴
浦
町

が
好
き
で
す
」
と
言
え
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
、
議
会
活
動

を
議
長
と
し
て
精
一
杯
力
を
尽
く
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

小
椋　

正
和

副
委
員
長

語
堂　

正
範

委　
　

員
石
賀　
　

榮

大
田　

友
義

金
田　
　

章

藤
本　

則
明

藤
堂　

裕
史

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

藤
堂　

裕
史

副
委
員
長

山
田　

義
男

委　
　

員
井
木　
　

裕

青
亀　

壽
宏

高
塚　
　

勝

語
堂　

正
範

農
林
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

桑
本　
　

始

副
委
員
長

山
田　

義
男

委　
　

員
山
下　

一
成

井
木　
　

裕

前
田　

智
章

手
嶋　

正
巳

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長

高
塚　
　

勝

副
委
員
長

青
亀　

壽
宏

委　
　

員
福
本　

宗
敏

武
尾　

頼
信

川
本
正
一
郎

新
藤　

登
子

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

川
本
正
一
郎

中
部
ふ
る
さ
と

広
域
連
合
議
会
議
員

川
本
正
一
郎

金
田　
　

章

前
田　

智
章

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

前
田　

智
章

副
委
員
長

青
亀　

壽
宏

委　
　

員
桑
本　
　

始

金
田　
　

章

小
椋　

正
和

高
塚　
　

勝

新

で

体
制

ス
タ
ー
ト

町
議
会

　

こ
の
度
、
議

会
議
員
の
皆
様

の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
、
副
議

長
に
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
推
挙
を
受
け
た
以
上
、
議
員
の
皆
様
を
は

じ
め
各
位
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

民
主
的
で
公
平
な
議
会
運
営
を
図
る
た
め
、
議

長
を
支
え
副
議
長
の
職
務
で
あ
る
「
代
位
」
が

勤
ま
る
よ
う
常
に
自
己
研
鑚
に
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
の
使
命
で
あ
る
「
政
策
の
決
定
」、
行

政
に
対
す
る
「
監
督
的
機
能
」
を
十
分
に
果
た

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
を
前
提
に
、

活
力
の
あ
る
調
和
と
均
衡
の
と
れ
た
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
行
け
る
よ
う
誠
心
誠
意
尽
く
す

覚
悟
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

川本正一郎

金田　章
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議　員　紹　介　（４月１日現在議席順）

希
望
と
安
心
で
元
気

な
琴
浦
町
へ
前
進
あ

る
の
み
。

大田　友義

ど
ん
な
難
し
い
こ
と

も
誠
心
誠
意
町
民
の

立
場
で
頑
張
り
ま
す
。

石賀　榮

住
ん
で
良
か
っ
た
と

言
え
る
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

福本　宗敏

琴
浦
町
の
未
来
の
た

め
、
一
歩
一
歩
頑
張

り
ま
す
。

語堂　正範

活
力
・
夢
の
あ
る
町

づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

山田　義男

皆
が
支
え
あ
っ
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

新藤　登子

初
心
に
か
え
り
明
る

い
琴
浦
町
を
目
指
し

頑
張
り
ま
す
。

手嶋　正巳

町
民
目
線
で
チ
ェ
ッ

ク
＆
提
案
情
報
公
開

に
全
力
‼

青亀　壽宏

町
の
活
性
化
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。 武尾　頼信

住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
頑
張
り
ま

す
。

藤堂　裕史

臥
薪
嘗
胆

琴
浦
町
の
た
め
に
努

め
ま
す
。

藤本　則明

町
民
の
代
弁
者
と
し

て
、
是
是
非
非
で
行

動
し
ま
す
。

高塚　勝

元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ

る
町
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

小椋　正和

人
に
思
い
遣
り
の
気

持
ち
を
持
っ
て
頑
張

り
ま
す
。

前田　智章

公
正
・
公
平
な
町
政

を
目
指
し
ま
す
。 桑本　始

公
正
・
公
平
に
町
民

の
目
線
で
頑
張
り
ま

す
。

井木　裕

呑
舟
の
魚
は
枝
流
に

游
が
ず
。
今
、
何
を

す
べ
き
か
。

山下　一成
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平成22年３月定例会平成22年３月定例会
一般会計当初予算　賛成多数で可決一般会計当初予算　賛成多数で可決
総額総額 9090億億46004600万円　賛成14名 反対４名万円　賛成14名 反対４名

３月定例会３月定例会
　

平
成
二
十
二
年
三
月
定
例
会
が
、
三
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
同
月
二
十
三
日
ま

で
の
十
三
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
は
、
諸
般
の
報
告
に
続
き
、

陳
情
の
各
委
員
会
へ
の
審
査
付
託
、
町
長
提
出
議
案
の
一
括
上
程
、
提
案
理
由
説

明
、内
容
説
明
が
あ
り
、平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
案
四
件
が
先
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
十
二
日
は
八
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
、
十
五
日

に
は
、予
算
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑
並
び
に
委
員
会
審
査
付
託
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
三
日
の
最
終
日
に
は
、
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め

と
す
る
当
初
予
算
十
七
件
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
四
件
、
条
例
の
制
定
四

件
、
一
部
改
正
九
件
、
廃
止
二
件
、
そ
の
他
十
六
件
、
議
員
提
出
議
案
五
件
を
慎

重
に
審
議
し
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平成22年度一般会計予算の新規事業
新庁舎建設事業（新庁舎建設のための設計業務委託） 6900万円
参議院議員総選挙費 1594万円
県知事・県議会議員選挙 614万円
以西財産区議会議員選挙 233万円
防災備蓄倉庫設置事業（倉庫２棟設置） 5390万円
音声告知・防災行政無線システム維持管理 603万円
自治基本条例の策定事業 37万円
町勢要覧作成 330万円
国道９号線活性化研究協議会運営事業 50万円
子ども手当・児童手当支給事業（対象の子ども2,326人見込） ３億2831万円
子育て応援事業（保育料の軽減） 1100万円
浄化槽維持管理事業（浄化槽の清掃・法定点検等の事務） 20万円
緊急雇用創出事業（保育支援のための臨時職員１名配置） 185万円
緊急雇用創出事業（清掃作業員２名配置など） 453万円
人間ドック事業（受信料の助成、国保加入者40歳～70歳までの５歳きざみ対象） 579万円
農家担い手結婚対策事業 41万円
強い水産業づくり交付金事業（水産物直売所整備の助成） 2970万円
低コスト農業集落排水施設更新支援事業 1610万円
日韓販路調査研究事業（町内企業の販路拡大を目的とした調査） 50万円
平城遷都1300年祭（町の物産観光宣伝事業） 67万円
高規格道路開通式典事業 250万円
長寿命化修繕計画策定事業（町道橋の長寿命化計画の策定） 4万円
高規格道路活性化施設建設事業（別所のパーキングエリア隣接地に
琴浦町をPRする物産館の設置）

１億4270万円

コーポラスことうら管理事業（４月に取得した町営住宅の管理） 1320万円
東伯中大規模改修（東伯中学校窓枠大規模改修設計・工事） 7890万円
家庭教育支援推進事業（家庭教育についての講演会） 21万円
公共ホール音楽活性化支援事業 70万円

一
般
会
計
当
初
予
算
審
議

討　

論

賛
成
討
論

前
田
議
員

　

町
の
活
性
化
な
ど
を
図
ろ
う
と
す
る
強
い
姿
勢
が
う

か
が
え
、
ト
ー
タ
ル
的
に
的
を
得
た
予
算
で
あ
る
。

反
対
討
論

青
亀
議
員

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
改
革
が
不
十
分
で
あ
る
。
同
和

対
策
を
や
め
、
全
町
民
を
対
象
と
し
た
施
策
に
全
面
的

に
移
行
す
る
と
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

福
本
議
員

　

財
政
困
難
な
時
で
あ
る
が
、
特
に
同
和
対
策
、
同
和

教
育
に
予
算
を
付
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
賛
成
し
た
い
。

反
対
討
論

高
塚
議
員

　

役
場
新
庁
舎
建
設
は
町
民
の
意
見
を
聞
い
て
お
ら
ず

理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
同
和
対
策
の
各
種
助
成
金
な
ど

も
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

石
賀
議
員

　

物
産
館
の
予
算
計
上
に
つ
い
て
議
会
に
報
告
が
な
い
。

議
会
軽
視
で
あ
る
。も
っ
と
町
が
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

山
田
議
員

　

同
和
問
題
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
賛
成
し
た
い
。

賛
成
討
論

金
田
議
員

　

厳
し
い
財
政
の
中
、
活
性
化
施
設
の
建
設
な
ど
新
規

事
業
の
取
り
組
み
や
、
子
育
て
応
援
事
業
な
ど
福
祉
事

業
を
評
価
し
た
い
。
適
正
な
予
算
で
あ
る
。

ことうら議会だより　第24号　4



平成22年琴浦町　第２回定例会（３月11日～23日）
区　分 議案名 補正額 補正後 審議結果

補
正
予
算

平成21年度琴浦町一般会計補正予算（第８号） １億8219万円減 103億3006万円 原案可決
平成21年度琴浦町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 27万円増 22億8079万円 原案可決
平成21年度琴浦町老人保健特別会計補正予算（第３号） 785万円減 612万円 原案可決
平成21年度琴浦町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 355万円減 ３億4115万円 原案可決
平成21年度琴浦町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 777万円減 ９億9342万円 原案可決
平成21年度琴浦町介護保険特別会計補正予算（第４号） 3080万円増 20億2845万円 原案可決
平成21年度琴浦町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 175万円増 １億9367万円 原案可決
平成21年度琴浦町水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

予　
　
　

算

当初予算総額
平成22年度琴浦町一般会計予算 90億4600万円 原案可決
平成22年度琴浦町国民健康保険特別会計予算 21億9230万円 原案可決
平成22年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 　　2097万円 原案可決
平成22年度琴浦町老人保健特別会計予算 　　　57万円 原案可決
平成22年度琴浦町農業集落排水事業特別会計予算 ２億6088万円 原案可決
平成22年度琴浦町下水道事業特別会計予算 11億 352万円 原案可決
平成22年度琴浦町介護保険特別会計予算 20億 150万円 原案可決
平成22年度琴浦町後期高齢者医療特別会計予算 １億9834万円 原案可決
平成22年度琴浦町八橋財産区特別会計予算 　　　２万円 原案可決
平成22年度琴浦町浦安財産区特別会計予算 　　　１万円 原案可決
平成22年度琴浦町下郷財産区特別会計予算 　　  0.6万円 原案可決
平成22年度琴浦町上郷財産区特別会計予算 　　  0.6万円 原案可決
平成22年度琴浦町古布庄財産区特別会計予算 　　  0.6万円 原案可決
平成22年度琴浦町赤碕財産区特別会計予算 　　1673万円 原案可決
平成22年度琴浦町成美財産区特別会計予算 　　 326万円 原案可決
平成22年度琴浦町安田財産区特別会計予算 　　1122万円 原案可決
平成22年度琴浦町水道事業会計予算 原案可決

条　
　
　

例

障害表記の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 原案可決
琴浦町遺児手当支給条例の廃止について 原案可決
琴浦町父子手当支給条例の廃止について 原案可決
琴浦町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について 原案可決
琴浦町現業職員の給与の種類及び基準に関する条例及び琴浦町公営企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について 原案可決
琴浦町職員の育児休業等に関する条例及び琴浦町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決
琴浦町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決
琴浦町職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決
琴浦町税条例の一部改正について 原案可決
琴浦町農村多元情報連絡施設利用条例の一部改正について 原案可決
農林水産業地域改善対策事業に係る施設条例の一部改正について 原案可決
琴浦町消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 原案可決
コーポラスことうら条例の制定について 原案可決
コーポラスことうら基金条例の制定について 原案可決
琴浦町松ヶ丘集会所条例の制定について 原案可決

そ　

の　

他

琴浦町松ヶ丘集会所の指定管理者の指定について 原案可決
鳥取中部ふるさと広域連合規約の変更について 原案可決
倉吉市との間における定住自立圏形成協定の締結について 原案可決
町道路線の廃止について〈南荒神町住宅（１～９号）線〉 原案可決
町道路線の認定について〈南荒神町住宅１号線〉 原案可決
町道路線の認定について〈南荒神町住宅２号線〉 原案可決
町道路線の認定について〈南荒神町住宅３号線〉 原案可決
町道路線の認定について〈南荒神町住宅４号線〉 原案可決
町道路線の認定について〈南荒神町住宅５号線〉 原案可決
町道路線の認定について〈南荒神町住宅６号線〉 原案可決
町道路線の認定について〈南荒神町住宅７号線〉 原案可決
町道路線の認定について〈上伊勢市内二号線〉 原案可決
町道路線の認定について〈尾上線〉 原案可決
町道路線の変更について〈三軒屋線〉 原案可決
財産の取得について（雇用促進住宅東伯宿舎 　取得金額　5120万円） 原案可決
監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議
員
提
出

船上山登山道の眺望を回復することを求める意見書の提出について 原案可決
「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のNPT再検討会議での採択に向けた取り組みを求める意見書の提出について 原案可決
現行保育制度に基づく認可保育所の増設、保育・学童保育条件の改善、子育て支援施策の拡充と保育関係予算の大幅増額を求める意見書の提出について 原案可決
国民健康保険の国庫負担金の増額を求める意見書の提出について 原案可決
安全・安心な公共事業を推進するため、国土交通省の事務所・出張所の存続を求める意見書の提出について 原案可決

陳　情 陳情３件（16ページ参照）
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臨 時 会
選挙後初めての議会で議会構成が決まる‼
　任期満了に伴う町議会議員の選挙が１月24日行われ、新しい19人の議員が選出されました。新しい議会の陣容が
決まり、議長などの議会役職や各常任委員会などの構成を決めるための臨時議会、いわゆる「初議会」が２月22日
に開かれました。
　初議会では慣例により最年長議員である石賀榮議員が「臨時議長」に就任し、先ず、議長の選出は、井木裕議員及
び手嶋正巳議員、川本正一郎議員３名の所信表明の後、選挙が行われ、川本正一郎議員が新しい議長に選出されました。
　ここからは川本新議長のイニシアチブで議事が進められ、議席の指定、副議長選挙、常任委員の選任など一連の議
会構成が決められました。（議会構成はＰ２を見てください。）
　また、臨時議会に提案された議案は、原案通り可決しました。

平成22年琴浦町　第１回臨時会（２月22日）
区　分 議案名 補正額 補正後 審議結果

補正予算
平成21年度琴浦町一般会計補正予算（第７号） １億7143万円増 105億1225万円 原案可決

平成21年度琴浦町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 367万円増 10億120万円 原案可決

その他 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

　３月２日、鳥取市にて自治功労者表彰式が開催され、本町議会の
３名の議員が、町村議会議員として15年以上在職し、功労があった
者として表彰されました。今後もご活躍を期待します。
　表彰された議員は次のとおりです。

全国町村議会議長会表彰
　３月14日、山内勉議員がご
逝去されました。故人の生前
のご功績を偲び、謹んで哀悼
の意を表し、ご冥福をお祈り
申し上げます。

お悔やみ申し上げます

　３月15日から１名欠員となっておりました琴浦町議会ですが、３月28日付けで新藤登子氏が繰上当選となり
ました。

新藤登子氏が繰上当選

山下　一成　議員 大田　友義　議員 桑本　始　議員

ことうら議会だより　第24号　6
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問 QQ ＆AA
しつもん

と

こたえ

藤本則明 議員

琴浦町の将来への
展望は

安心して暮らせるまちづくりを
目指している 山下町長

　
　
　
　

町
の
主
人
公
で
あ

る
町
民
が
連
携
を
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
、
町
民
全
体
の
総
力

が
一
つ
の
大
き
な
力
に
な
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
そ
う
い
う
視

点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

A

　
　
　
　

犯
罪
な
ど
か
ら

尊
い
人
命
を
守

り
、
広
く
弱
い
立
場
の
人

た
ち
に
心
配
り
を
す
る
事

は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
特
に
子
ど
も
た
ち

は
町
民
み
ん
な
の
宝
で
あ

る
。

　

町
内
の
通
学
路
な
ど
を

総
点
検
し
、
必
要
あ
れ
ば

速
や
か
に
対
応
し
、
安
全

Q

　
　
　
　

合
併
し
て
五
年
が

経
過
し
た
。
町
長
は

自
ら
の
決
断
で
大
変
な
重
責

を
担
わ
れ
た
現
在
、
様
々
な

問
題
が
山
積
す
る
中
、
琴
浦

町
の
将
来
へ
の
展
望
に
つ
い

て
素
直
な
今
の
思
い
を
伺
う
。

Q

　
　
　

山
下
町
長

　

毎
年
保
護
者
会
議

な
ど
で
通
学
路
の
点
検
を

し
、
危
険
箇
所
な
ど
に
つ
い

て
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。

　

一
方
、
教
育
委
員
会
が
中

心
に
な
り
、
通
学
路
を
総
点

検
し
、
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た

ち
な
ど
の
弱
者
へ
の
一
層
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
る
。
地
域

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
立
ち

上
げ
て
児
童
生
徒
の
登
下
校

に
お
け
る
立
ち
番
な
ど
、
行

政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
る
。
町
民
の
皆

さ
ん
が
一
緒
に
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　

永
田
教
育
長

　

学
校
と
保
護
者
と

が
協
力
し
な
が
ら
子
ど
も
た

AA

十
七
項
目
に
つ
い
て
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
れ
は
、
庁
舎
新
築
の
推

進
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
関
西
事
務
所

の
一
層
の
推
進
、
鳥
取
大
学

と
の
連
携
の
強
化
、
産
学
金

官
連
携
構
想
や
農
工
商
連
携

構
想
を
進
め
て
い
き
、
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
伴
う
音
声
告
知
シ

ス
テ
ム
の
推
進
、
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
整
備

計
画
の
推
進
、
少
子
高
齢
化

対
策
や
人
権
同
和
教
育
、
男

女
共
同
参
画
に
対
す
る
取
り

組
み
、
農
商
工
の
振
興
対
策

の
推
進
、
地
元
企
業
と
の
連

携
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

来
年
春
ご
ろ
完
成
の
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
隣
接
の
活
性
化

施
設
整
備
と
同
時
に
国
道
九

号
線
の
活
性
化
も
並
行
的
に

進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
国
際
・
国
内
交

流
を
推
進
し
、
経
済
的
な
施

策
に
取
り
組
む
挑
戦
的
な
こ

と
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

広
域
的
な
中
部
地
区
を
一
つ

と
い
う
視
点
で
の
取
り
組
み

も
必
要
で
あ
り
、
公
共
下
水

道
の
整
備
な
ど
を
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ち
と
通
学
路
を
歩
い
て
、

通
学
の
安
全
指
導
や
安
全

点
検
を
行
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
気
づ
い
た
危
険
箇
所

な
ど
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
子
ど
も
会
単
位
で
話
し

合
っ
た
り
、
安
全
マ
ッ
プ

を
作
成
し
た
り
し
て
子
ど

も
た
ち
の
安
全
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
や
八

橋
警
察
署
な
ど
に
協
力
い

た
だ
き
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
連

絡
所
の
設
置
、
地
域
の
企

業
の
方
の
自
動
車
に
防
犯

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
の

見
守
り
な
ど
、
多
く
の
町

民
や
企
業
関
係
の
皆
さ
ん

の
連
携
や
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
が
子
ど
も

た
ち
や
女
性
、
高
齢
者
の

方
た
ち
に
と
っ
て
も
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

対
策
を
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
、
教
育
長
の
意
見

を
伺
う
。

町
内
の
通
学
路
の

総
点
検
を

 

藤
本
議
員

地域の皆さんと一緒に
取り組んでいる 山下町長

地域全体で子どもたちを
見守っていきたい 永田教育長



ことうら議会だより　第24号　8

ストップ人口減

長期的な展望で町政方針を
立てる必要がある 山下町長

ストップ役場新庁舎
 高塚議員

新庁舎建設を推進したい
 山下町長

　
　
　
　

人
口
が
減
る
こ

と
を
防
止
す
る
に

は
、
子
育
て
支
援
の
充
実

が
重
要
で
あ
る
。給
食
費
、

幼
稚
園
授
業
料
、
保
育
料

の
無
料
化
を
図
る
べ
き
で

Q

　
　
　

山
下
町
長

　

琴
浦
町
は
、
県
の

第
三
子
軽
減
事
業
の
対
象
と

な
る
子
ど
も
の
保
育
料
を
町

独
自
に
無
料
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
に
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施

し
て
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
お
り
、
県
下
で
も
か

な
り
頑
張
っ
た
施
策
を
展
開

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た

A

　
　
　
　

新
庁
舎
建
設
は
現

在
の
状
況
を
受
け
、

分
庁
舎
に
あ
る
程
度
防
災
機

能
を
持
た
せ
つ
つ
、
本
庁
舎

を
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

確
か
に
農
林
水
産
業
な
ど

の
振
興
な
ど
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
る
が
、
庁
舎
建
設
を

A

　
　
　
　

平
成
十
九
年
に
策

定
し
た
第
一
次
琴
浦

町
総
合
計
画
の
基
本
計
画
に

お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
の

人
口
推
計
は
一
万
七
千
人
と

見
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
総
合
計
画
に
沿
っ
て

事
業
施
策
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
雇
用

促
進
住
宅
の
買
い
取
り
の
件

や
き
ら
り
住
宅
の
定
期
借
地

権
の
創
設
、
関
西
事
務
所
を

拠
点
と
し
た
守
口
門
真
商
工

会
議
所
と
の
連
携
、
少
子
化

対
策
と
し
て
総
合
的
な
子
育

て
の
環
境
整
備
、
例
え
ば
保

育
料
の
第
三
子
無
料
化
な
ど

を
引
き
続
き
人
口
増
の
施
策

と
し
て
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

長
期
的
な
展
望
、
戦
略
性

を
持
っ
て
町
政
を
運
営
す
る

こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
議
会

な
ど
に
い
ろ
い
ろ
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

A

　
　
　
　

町
の
人
口
は
、
合

併
時
二
万
六
七
三
人

い
た
が
、
満
五
周
年
の
昨
年

九
月
に
は
一
万
九
五
一
九
人
と

な
り
、
五
年
間
で
一
一
五
四
人

の
減
で
あ
る
。

　

人
口
が
減
れ
ば
、
町
の
活

力
が
失
わ
れ
、
税
収
や
国
か

ら
の
交
付
金
も
減
り
、
地
域

経
済
が
疲
弊
す
る
。そ
こ
で
、

合
併
五
年
、
十
年
先
の
人
口

は
ど
の
位
に
な
る
と
予
想
し

て
町
づ
く
り
の
計
画
を
し
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

Q

高塚　勝 議員

給
食
費・保
育
料

無
料
化
を

 

高
塚
議
員

無料化は困難である
 山下町長

子育ての環境づくりの充実に
努めたい 永田教育長

　
　
　
　

町
長
の
後
援
会
の

し
お
り
の
特
に
重
点

的
に
進
め
た
い
施
策
の
項
目

の
ト
ッ
プ
に
、「
庁
舎
新
築

を
推
進
し
ま
す
」と
あ
る
が
、

庁
舎
建
築
は
一
時
凍
結
し

て
、
地
場
産
業
で
あ
る
農
林

水
産
業
や
商
工
業
の
振
興
、

住
民
の
経
済
支
援
に
力
を
振

り
向
け
、
地
域
経
済
を
振
興

し
、
雇
用
の
安
定
と
若
者
が

定
住
す
る
環
境
づ
く
り
を
図

Q

め
の
対
策
は
重
要
で
あ
る

が
、
保
育
料
な
ど
を
完
全
無

料
化
に
す
る
と
、
少
子
化
が

劇
的
に
改
善
さ
れ
る
と
は
思

わ
な
い
。

　

保
育
料
の
完
全
無
料
化
は

財
政
的
に
も
非
常
に
困
難
で

あ
る
が
、
今
後
も
子
育
て
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
、
人
口
増
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

永
田
教
育
長

　

琴
浦
町
は
、
第
三

子
の
幼
稚
園
授
業
料
、
給
食

費
を
無
料
と
し
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
牛
乳
費
補
助
や
、

給
食
費
補
助
を
行
い
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。
給
食
費
な
ど
の
一
部
補

助
は
平
成
二
十
二
年
度
予
算

A

に
も
計
上
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
す
べ
て
無
料
化

に
す
る
こ
と
は
、
財
政
的

に
困
難
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　

な
お
、
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
経
済
的
支
援
と

合
わ
せ
て
関
係
課
と
連
携

し
な
が
ら
、
乳
幼
児
学
級

を
開
設
し
た
り
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
子

育
て
の
仲
間
づ
く
り
や
育

児
の
学
習
、
相
談
な
ど
が

で
き
る
場
や
機
会
の
提
供

を
図
っ
て
い
る
。
や
は
り

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
で
あ
り
、
今
後
も
そ

う
い
っ
た
取
り
組
み
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

後
に
す
る
と
、
合
併
特
例
債

の
適
用
期
間
内
に
建
設
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
り
、
一
般

財
源
の
み
の
対
応
と
な
っ
て

し
ま
う
。建
設
に
つ
い
て
は
、

町
に
負
担
の
少
な
い
非
常
に

財
政
的
に
有
利
な
合
併
特
例

債
を
活
用
し
て
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

る
ほ
う
が
先
決
で
は
な
い
か
。

あ
る
。
先
進
事
例
と
し
て
、

山
口
県
和
木
町
は
、幼
稚
園
、

小
中
学
校
の
給
食
費
を
、
新

潟
県
聖
籠
町
は
、
三
歳
か
ら

五
歳
の
保
育
料
を
完
全
無
料

化
し
て
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
町
も
見
習
う
べ
き
で
は

な
い
か
。
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町長の町政方針を伺う

強力なリーダーシップの発揮が
必要である 山下町長

　
　
　
　

先
般
の
町
長
選
に

お
い
て
十
七
項
目
の

公
約
を
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
中
か
ら
四
項
目
質
問
し
た

い
。

一
、 

新
庁
舎
建
築
の
推
進
を

す
る
こ
と

二
、 

町
政
の
よ
り
一
層
健
全

性
及
び
行
財
政
改
革
、

企
画
力
の
充
実

三
、 
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小

学
校
整
備
計
画
の
推
進

四
、 

人
権
同
和
教
育
、
男
女

共
同
参
画
社
会
、
地
域

力
の
取
り
組
み
の
推
進

　

四
項
目
の
問
題
に
つ
い

て
、
複
雑
で
多
く
の
課
題
で

あ
る
が
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
ど
う
対
応
さ
れ
る
の

か
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

Q
　
　
　

一
、
今
、
具
体
的
な

予
算
措
置
を
し

て
有
利
な
合
併
特
例
債

を
活
用
し
て
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。

二
、 

行
財
政
の
健
全
性
を
い

か
に
保
つ
か
中
長
期
に

充
分
に
認
識
し
な
が
ら

A

町の農業の将来を伺う 井木議員

農工商連携を掲げ
推進していきたい 山下町長

井木　裕 議員

行
財
政
運
営
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
町
の
力
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
、

企
画
力
の
充
実
が
重
要

で
あ
り
、
行
政
の
組
織

が
横
断
的
に
情
報
を
共

有
し
て
、
一
つ
の
課
題

を
多
角
的
に
捉
え
て
解

決
を
す
る
よ
う
な
構
想

力
と
い
う
も
の
が
問
わ

れ
て
い
る
。

三
、 

中
長
期
の
展
望
に
立
っ

た
答
申
を
受
け
、
議
会

と
の
協
議
や
町
民
、
多

く
の
人
と
の
議
論
を
重

ね
な
が
ら
方
針
に
基
づ

い
て
実
施
し
て
い
く
。

四
、 
行
政
と
し
て
従
来
か
ら

人
権
同
和
教
育
、
男
女

共
同
参
画
社
会
と
い
う

視
点
を
持
ち
な
が
ら

や
っ
て
き
て
お
り
、
さ

ら
に
一
層
そ
の
展
開
を

図
り
た
い
。
ま
た
、
地

域
な
ど
で
の
独
創
的
な

取
り
組
み
な
ど
を
支
援

し
、
そ
の
取
り
組
み
が

個
々
に
連
携
を
し
な
が

ら
大
き
な
広
が
り
と

な
っ
て
い
く
こ
と
が
好

ま
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　

町
の
農
家
は
高

齢
化
と
農
産
物
の

価
格
低
迷
で
農
家
所
得
が

減
少
し
、
大
変
苦
労
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
農
業
に
明
る
さ
が
な

け
れ
ば
、
商
工
業
な
ど
の

町
づ
く
り
は
で
き
な
い
と

確
信
し
て
い
る
。
町
の
農

業
予
算
は
多
額
を
出
費
し

て
い
る
が
、
町
長
は
現
状

を
踏
ま
え
て
琴
浦
町
農
業

の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

Q

　
　
　
　

町
の
農
業
の
振
興

は
重
要
で
あ
り
、
地

域
の
全
体
の
経
済
環
境
に
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
の

総
合
計
画
を
踏
ま
え
な
が
ら

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

当
然
予
算
的
な
制
約
が
あ
っ

た
り
し
て
な
か
な
か
抜
本
的

な
こ
と
に
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
鳥
取
大
学
と
連
携

し
て
、
琴
浦
町
農
林
水
産
業

活
性
化
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
い
ろ
ん
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
な
が

A

ら
、
農
商
工
を
含
め
た
大

き
な
取
り
組
み
と
し
て

や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
関
西
事
務

所
と
の
連
携
に
よ
り
、
守

口
門
真
商
工
会
議
所
と
の

情
報
交
換
な
ど
を
し
、
消

費
者
へ
の
即
売
、
Ｐ
Ｒ
な

ど
問
題
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

今
後
も
、
従
来
か
ら
の

い
ろ
ん
な
施
策
は
も
ち
ろ

ん
展
開
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
前
提
で
、
農
林
水

産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

梨の人工交配
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第
三
子
保
育
料
完

全
無
料
化
を
は
じ

め
、
保
育
料
の
減
額
な
ど
今

後
の
少
子
化
支
援
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

企
業
誘
致
、
Ｉ
タ
ー
ン
、

Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
若
者
の
定
住

化
促
進
に
よ
る
人
口
増
加
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

高
齢
化
対
策
も
急
務
と
考

え
る
が
今
後
の
対
応
策
は
ど

う
か
。

Q

　
　
　
　

保
育
料
に
つ
い
て

は
、
二
月
時
点
で
園

児
数
全
体
は
七
一
三
名
で
、

第
三
子
軽
減
対
象
者
は

二
一
四
名
で
あ
り
三
〇
％
の

園
児
を
無
料
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
・
中
学
生
医
療

費
助
成
事
業
と
子
育
て
支
援

交
付
金
事
業
を
実
施
し
、
少

子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

今
回
、
雇
用
促
進
住
宅
の

入
居
に
つ
い
て
、
家
族
の
方

や
単
身
の
方
、
外
国
人
の
方

も
受
け
入
れ
て
い
く
考
え
を

持
っ
て
条
例
案
を
提
案
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
空
き
家
情
報

を
関
西
事
務
所
な
ど
と
の
連

携
を
保
ち
な
が
ら
共
有
し
、

活
用
し
て
い
き
定
住
促
進
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

先
月
、
地
域
住
民
や
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
認
知

症
の
高
齢
者
に
対
す
る
対
応

を
ど
う
す
る
の
か
県
下
で
初

め
て
取
り
組
み
、
発
表
を
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
、

高
齢
者
の
方
の
人
権
も
含
め

て
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

A

　
　
　
　

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
を

今
後
も
国
の
方
針
な
ど
に

従
い
継
続
し
て
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
元
に
あ
る
有

効
な
資
源
、
人
な
ど
を
活

か
し
て
の
独
自
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
と
こ
ろ
に

は
、
町
は
で
き
る
限
り
支

援
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

な
ど
の
支
援
施
策
と
し

て
、
新
規
就
農
者
定
住
促

進
交
付
金
や
農
業
後
継
者

育
成
事
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
推
進
し
て
い
き
、

新
規
就
農
者
、
農
業
生
産

法
人
、
企
業
な
ど
の
農
業

参
入
の
促
進
を
図
り
、
農

業
の
再
生
を
目
指
し
た
い
。

A

　
　
　

山
下
町
長

　

答
申
を
受
け
て
い

ろ
ん
な
事
業
を
実
施
す
る
に

当
た
り
、
議
会
や
町
民
の
方

な
ど
に
広
く
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
保
育

士
を
五
名
採
用
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
し
、
ク
ラ
ス
を
担

当
し
て
い
る
臨
時
保
育
士
に

は
手
当
て
を
出
す
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
通
勤
手
当

を
支
給
す
る
よ
う
に
改
善
し

た
。

　
　
　

永
田
教
育
長

　

八
橋
幼
稚
園
に
つ

い
て
は
平
成
二
十
二
年
度
は

合
計
二
一
名
の
入
園
申
し
込

み
が
あ
り
、
二
年
間
課
程
で

保
育
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

　

今
後
の
幼
稚
園
運
営
は
、

答
申
を
尊
重
し
な
が
ら
保
護

者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ

ん
な
ど
の
意
見
を
し
っ
か
り

聞
き
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
総
合
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

AA

　
　
　
　

保
育
園
、
幼
稚
園

あ
り
方
審
議
会
答
申

を
受
け
、
保
護
者
、
地
域
住

民
へ
の
説
明
な
ど
今
後
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

保
育
園
職
員
構
成
は
六
割

弱
が
臨
時
職
員
、
パ
ー
ト
で

運
営
さ
れ
て
い
る
が
適
正
な

体
制
へ
改
善
さ
れ
な
い
か
。

　

幼
稚
園
行
政
は
い
つ
ま
で

継
続
し
て
運
営
さ
れ
る
の
か
。

Q

　
　
　
　

農
・
商
・
工
連

携
の
取
り
組
み
が

進
展
す
る
な
か
で
、
中
山

間
地
農
家
へ
の
活
性
化
支

援
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
の
減
少
、
遊

休
農
地
、
荒
廃
農
地
の
拡

大
な
ど
問
題
化
し
て
い
る

今
後
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

Q

小椋正和 議員

少子高齢化と人口増加対策

問題認識を持ち検証し
取り組みたい 山下町長

農林業活性化と中山間地支援対策
 小椋議員

地域の取り組みを支援していくことは
必要である 山下町長

今
後
の
幼
稚
園
、

保
育
園
行
政

 

小
椋
議
員

答申を受けて論議し進めていきたい
 山下町長

答申を尊重し取り組みたい
 永田教育長
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75歳以上のお年寄り　医療費を無料に 青亀議員

一定の負担は必要である 山下町長

政
治
姿
勢
安心の町とは　具体的に示すべき

安心に暮らせる町づくりを 山下町長
青亀壽宏 議員

　
　
　
　

山
下
町
長
の
政
治

姿
勢
を
問
い
た
い
。

ま
ず
現
在
の
町
民
の
暮
ら
し

向
き
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て

い
る
の
か
、
現
状
認
識
を
伺

う
。

　

町
長
は
公
約
で
「
住
め
ば

安
心
し
て
暮
せ
る
町
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
町
づ
く
り

を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
が

い
さ
さ
か
抽
象
的
で
あ
り
、

具
体
的
に
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

近
年
負
担
の
あ
り
方
と
し

て
「
応
益
負
担
」
が
強
ま
っ

た
。「
応
能
負
担
」
に
す
べ

Q

　
　
　
　

今
後
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
展
し
増
大

し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
高
齢
者
の
医
療
費
を
す
べ

て
税
金
や
公
費
負
担
、
あ
る

A
　
　
　
　

東
京
都
日
の
出
町

で
は
昨
年
四
月
か
ら

七
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
無
料

に
し
た
。
琴
浦
町
で
も
無
料

化
に
踏
み
切
っ
て
は
ど
う
か
。

　

日
の
出
町
の
お
年
寄

り
の
平
均
医
療
費
は

三
万
三
五
〇
〇
円
で
あ
る
の

に
対
し
て
わ
が
町
は
七
万
円

と
二
倍
も
か
か
っ
て
い
る
。

人
間
ド
ッ
グ
無
料
化
や
健
康

教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

を
取
り
組
み
な
が
ら
無
料
化

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Q

　
　
　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
と
は
、

例
え
ば
新
庁
舎
建
設
の
推
進

は
安
心
の
一
つ
で
あ
る
し
、

農
林
水
産
業
の
活
性
化
の
推

進
を
し
て
少
し
で
も
所
得
が

上
が
る
こ
と
な
ど
す
べ
て
安

心
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
で
多
様

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

A き
だ
と
思
う
が
負
担
の
あ
り

方
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

い
は
現
役
世
代
だ
け
で
負

担
し
て
い
く
こ
と
は
現
実

的
に
も
大
変
困
難
で
あ

る
。
国
民
皆
保
険
を
堅
持

し
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
な
お
か
つ
健
康

寿
命
を
延
ば
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
高
齢
者
の

方
に
一
定
程
度
の
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
に
七
六

歳
に
な
る
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
方
に
人

間
ド
ッ
グ
費
用
の
助
成
、

三
〇
人
を
予
定
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
で
病
気

の
予
防
に
つ
い
て
普
及
啓

発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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町
長
は
町
政
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
重
点
施
策
十
七
項
目
を

Q

手嶋正巳 議員

　
　
　
　

町
に
お
い
て
、
所

得
が
伸
び
な
い
中
、

医
療
費
が
増
大
し
て
お
り
、

国
保
が
抱
え
る
脆
弱
な
財
政

A

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
加

入
世
帯
の
三
分
の
一

以
上
が
所
得
も
資
産
も
な

く
、
半
分
以
上
の
世
帯
が
減

免
さ
れ
る
と
い
う
厳
し
い
実

Q 国民健康保険税
一万円引き下げを  青亀議員

深刻な課題である 山下町長

態
で
あ
る
。

　

一
四
七
万
円
し
か
所
得

が
な
い
四
人
家
族
で
も

二
一
万
一
一
〇
〇
円
の
負
担

で
あ
る
。
半
分
に
激
減
し
た

国
庫
負
担
の
増
額
を
強
力
に

求
め
な
が
ら
、
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
も
視
野

に
、
高
く
て
払
い
き
れ
な
い

と
い
う
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い

る
国
保
税
を
ひ
と
り
一
万
円

引
き
下
げ
て
は
ど
う
か
。

年収200万の国保税

基
盤
と
い
う
構
造
問
題
は
一

層
深
刻
化
を
増
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

近
年
、
基
金
を
崩
し
税
を

上
げ
な
い
よ
う
に
し
て
負
担

を
抑
え
て
い
る
が
、
被
保
険

者
数
が
減
少
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
医
療
費
は
高

く
な
っ
て
い
る
。
一
般
会
計

か
ら
繰
入
す
る
に
し
て
も
結

局
税
金
の
投
入
で
あ
る
。
今

後
も
高
齢
者
の
増
加
、
高
度

医
療
技
術
の
発
展
な
ど
に
よ

り
総
医
療
費
の
伸
び
は
続
く

も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
層
の

徴
収
業
務
の
強
化
や
医
療
費

の
適
正
に
努
め
た
い
。

上
げ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
第

一
項
目
に
本
庁
舎
新
築
を
推

進
す
る
と
あ
る
が
、
町
民
の

　
　
　
　

本
庁
舎
の
新
築

は
、
手
続
き
を
丁
寧

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
賛
成
反
対
い

ろ
ん
な
意
見
が
あ
る
が
、
や

は
り
町
民
に
わ
か
り
や
す
い

説
明
は
必
要
で
あ
り
、
区
長

会
や
地
区
公
民
館
で
説
明
す

る
な
ど
考
え
て
い
る
。
町
民

に
と
っ
て
非
常
に
関
心
の
高

い
案
件
で
あ
り
、
説
明
不
足

の
ま
ま
建
設
の
入
札
を
実
施

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

A

本
庁
舎
新
築
反
対
の
方
へ
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か

丁
寧
に
手
続
き
を
進
め
た
い

 

山
下
町
長

方
の
中
に
は
新
築
に
反
対
す

る
方
が
か
な
り
お
ら
れ
る
よ

う
に
思
う
。
そ
こ
で
、
反
対

の
方
に
充
分
と
は
い
え
な
い

ま
で
も
、
あ
る
程
度
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
努
力
を
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思

う
が
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

役場本庁舎
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庫
、
直
売
所
な
ど
を
整

備
、
支
援
し
て
き
た
効

果
の
あ
ら
わ
れ
と
思
っ

て
い
る
。さ
ら
に
、パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
漁
協

直
売
所
の
整
備
推
進
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
漁
業
雇

用
緊
急
対
策
事
業
に
よ

る
研
修
者
の
雇
用
確

保
、
漁
業
緊
急
保
証
対

策
事
業
で
資
金
金
利
な

ど
の
軽
減
な
ど
、
情
勢

に
応
じ
た
支
援
対
策
を

進
め
て
い
る
。

二
、 

食
料
自
給
率
向
上
の
た

め
に
も
地
元
の
安
心
安

全
な
魚
介
類
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。
輸
入

制
限
に
つ
い
て
は
地
元

の
要
望
な
ど
を
見
据
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

地
域
経
済
再
生
の

た
め
、
水
産
業
の
振

興
は
不
可
欠
で
あ
る
。
産
地

価
格
の
低
迷
、燃
油
の
高
騰
、

エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
の
発
生
な

ど
の
悪
条
件
に
対
し
、
燃
費

節
減
、
活
魚
販
売
、
沖
じ
め
、

道
の
駅
で
の
県
外
客
の
販
売

拡
大
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
化
、
品

質
管
理
、
地
産
地
消
な
ど
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
、 
低
迷
す
る
水
産
業
に
対

す
る
町
の
認
識
と
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

 　

ま
た
、
産
地
魚
価
低

迷
の
原
因
の
一
つ
に
大

量
輸
入
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

二
、 

魚
介
類
の
輸
入
品
種
、

量
の
多
さ
を
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
る

か
、
輸
入
制
限
を
県
、

国
へ
発
信
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

Q

　
　
　

一
、
不
況
や
デ
フ
レ

の
影
響
を
受

け
、
元
気
が
な
く
な
っ

て
い
る
の
が
今
の
実
態

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
赤
碕
町
漁
協
は
食

育
を
兼
ね
た
実
績
を
築

き
、
直
売
所
な
ど
で
雇

用
機
会
を
生
み
出
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
国
事

業
な
ど
を
活
用
し
て
、

加
工
所
や
冷
凍
冷
蔵

A

　
　
　
　

今
は
な
か
な
か

有
効
な
手
段
が
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
今
年

度
か
ら
鳥
取
県
ナ
ラ
枯
れ

被
害
対
策
協
議
会
に
加
入

し
て
ナ
ラ
枯
れ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
行
政
機
関
な

ど
に
配
布
し
て
い
る
。
今

後
、協
議
会
と
一
緒
に
な
っ

て
防
除
や
対
策
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

ナラ枯れ被害と対策は 手嶋議員

関係機関と連携して対処したい
 山下町長

　
　
　
　

ナ
ラ
枯
れ
は
、

特
定
の
虫
が
運
ぶ

菌
に
よ
っ
て
樹
木
が
運
水

障
害
を
起
こ
し
発
生
す
る
。

県
の
昨
年
の
八
月
末
時
点

の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
状
況
の

ま
と
め
に
よ
る
と
、
被
害

Q

金田　章 議員

水
産
業
へ
の
認
識
と
対
応
は

赤
碕
港
を
活
か
し
て
町
の
活
性
化
を

 

山
下
町
長

　下記の水産物は平成21年２月１日、県内の１つの
大型店に陳列されていたものであります。これら外
国産の横に、国産品の魚介類が陳列されていますが
多量の外国産に圧倒されそうでした。

・ノルウェー産 塩サバ切身
・ノルウェー産 塩サバ一匹物
・ベトナム産 エビ無頭ブラックタイガー
・フィリピン産 エビ有頭ブラックタイガー
・アメリカ産 塩紅サケ
・チリ産 甘塩トラウトサーモン切身
・インドネシア産 天然冷凍エビ
・アルゼンチン産 イカてり焼
・中国産 ウナギかば焼き
・スペイン産 赤魚
・ポルトガル産 赤魚
・ロシア産 赤魚
・タイ産 バナメイトエビ
・ベトナム産 エビブラックタイガー
・タイ産 エビブラックタイガー
・ロシア産 タラバガニ
・ロシア産 ズワイガニ
・チリ産 サーモン
・チリ産 生ウニ
・アラスカ産 カレイ
・インドネシア産 カレイ
・インドネシア産 エビバナメイト
・中国産 アサリ

外国産水産物の店頭陳列品

木
の
体
積
は
二
七
二
七
㎥

と
前
年
度
比
で
約
１・５
倍

に
増
加
し
て
い
る
。
新
た

に
湯
梨
浜
町
、
大
山
町
に

も
被
害
が
広
が
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

県
の
調
査
か
ら
約
六
カ

月
経
過
し
た
現
在
、
琴
浦

町
の
被
害
状
況
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。
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町
が
用
地
を
取
得

し
て
主
導
的
な
役
割

を
持
ち
建
物
を
建
て
る
。
そ

の
建
物
に
は
、
町
の
観
光
な

ど
の
情
報
発
信
と
町
内
の
特

A

石賀　榮 議員
　
　
　
　

児
童
を
養
育
さ
れ

る
若
い
お
母
さ
ん
か

ら
、
学
校
か
ら
家
に
帰
っ
て

も
だ
れ
も
見
る
者
が
い
な
い

の
で
、
働
き
に
出
て
も
不
安

で
あ
る
と
い
う
切
実
な
訴
え

が
あ
っ
た
。
対
応
が
な
い
校

区
の
学
童
保
育
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

Q

　
　
　
　

高
速
道
路
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
新
規
直

売
施
設
設
置
に
つ
い
て
伺

う
。
こ
の
大
き
な
新
規
事
業

は
商
工
会
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
聞
き
、大
変
驚
い
た
。

や
は
り
、
行
政
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
執
っ
て
関
係
者
と

Q

学童保育に取り組んでほしい

検証し検討したい 山下町長

　
　
　
　

学
童
保
育
未
実
施

の
校
区
は
、
比
較
的

山
間
部
に
属
す
る
地
域
が
多

い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う

な
実
態
を
検
証
し
な
が
ら
地

域
に
と
っ
て
必
要
な
の
か
検

討
し
、
地
域
の
人
の
参
加
を

得
な
が
ら
対
策
を
と
る
こ
と

な
ど
い
ろ
ん
な
選
択
肢
を
検

討
し
た
い
。

A

ことうら物産館の建設は町主導で  石賀議員

町が主導的な役割を持っている 山下町長

産
を
販
売
す
る
組
織
に

入
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
ほ

か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

者
が
最
も
有
利
な
補
助
金

制
度
を
使
っ
て
建
物
を
建

て
て
い
く
。
そ
し
て
全
体

の
調
整
や
調
和
、
景
観
は

町
が
指
導
す
る
と
い
う
考

え
で
あ
る
。

（仮称）ことうら物産館建設予定地

協
議
を
し
、
建
設
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。



　

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情
一
件
と

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
、
各
財
産
区
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
、
三
月
十
六
日
と
十
八
日
に
委
員
会
を
開

催
し
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
決
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
、
各
財
産

区
特
別
会
計
予
算
は
全
会
一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

陳
情
第
二
号　

船
上
山
登
山
道
の
景
観
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
採
択
と
決
し
た
。

　

ま
た
、「
船
上
山
登
山
道
の
眺
望
を
回
復
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
」
と
「『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
』

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
採
択
に
向
け
た
取
り
組
み
を

求
め
る
意
見
書
」
を
議
員
提
出
で
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

 
委
員
長　

小
椋
正
和

総　

務

委員会報告

総務常任委員会

農林建設常任委員会

教育民生常任委員会

教
育
民
生

　

本
会
議
に
お
い
て
審
査
付
託
さ
れ
た

陳
情
一
件
と
予
算
六
件
に
つ
い
て
、
三

月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
三
日
間

委
員
会
を
開
催
し
、
陳
情
に
つ
い
て
は

採
択
と
し
、
本
会
議
に
お
い
て
も
採
択

し
、意
見
書
を
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

予
算
六
件
も
承
認
し
、
本
会
議
に
お
い

て
も
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
、「
国
民

健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
増
額
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て
、
本

会
議
に
諮
り
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、

意
見
書
を
国
の
関
係
先
に
送
付
し
た
。

 

委
員
長　

高
塚　

勝

農
林
建
設

　

本
会
議
に
お
い
て
審
査
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
当
初

予
算（
農
林
建
設
部
門
）及
び
特
別
会
計
当
初
予
算（
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
）
の
三
議
案
を
審
議
し
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
「
安
心
・
安
全
な
公
共
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
国
土
交
通
省
の
事
務
所
・
出
張
所
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て
」
は
全
会
一
致
で
採

択
と
し
、
本
会
議
最
終
日
に
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提

出
し
た
。

　

琴
浦
町
の
農
林
水
産
業
と
建
設
関
連
を
取
り
巻
く
山

積
す
る
問
題
な
ど
、
委
員
会
の
責
務
は
重
大
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
委

員
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

委
員
長　

桑
本　

始
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若
葉
の
季
節
と
な
り
、
一
段

と
活
気
あ
ふ
れ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

　

選
挙
後
初
め
て
の
二
月
臨
時

議
会
で
、
各
常
任
委
員
会
、
特

別
委
員
会
の
体
制
が
新
た
に
決

ま
り
、
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
も
新

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
議
会
だ
よ

り
を
発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
読
み
や
す
く
親
し

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
委
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
感
想

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
藤
堂
裕
史
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

藤
堂　

裕
史

副
委
員
長　

山
田　

義
男

委
員　
　
　

井
木　
　

裕

委
員　
　
　

青
亀　

壽
宏

委
員　
　
　

高
塚　
　

勝

委
員　
　
　

語
堂　

正
範

（再生紙を使用しています）

印刷：勝美印刷㈱　〒682-0722　鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬818-1

あ
と
が
き

あ
と
が
き

陳　情
［平成22年３月定例会］

番　号 件　　　名 提出者 委員会付託 結　果

21年陳情第25号

「現行保育制度に基づく認可保育所の増
設、保育・学童保育条件の改善、子育て
支援施策の拡充と保育関係予算の大幅増
額を求める意見書」提出を求める陳情書

鳥取の保育を考える会 会長　石井由加利 教育民生 採　　択

22年陳情第１号
安心・安全な公共事業を推進するため、
国土交通省の事務所・出張所の存続を求
める意見書の採択について

国土交通省全建設労働組合
　中国地方本部執行委員長 末永　　敦
国土交通省管理職ユニオン
　中国支部執行委員長 川崎　義夫

農林建設 採　　択

22年陳情第２号 船上山登山道の景観について（陳情） 赤碕山楽会 会長　福元　茂 総　　務 採　　択

議
会
活
動

１
日
▼ 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

 

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議
会
定
例
会
（
北
栄
町
）

２
日
▼ 

町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
・
自
治
功
労

者
表
彰
式
（
鳥
取
市
）

３
日
▼ 

守
口
門
真
商
工
会
議
所
訪
問
（
大
阪
府
）

４
日
▼ 

琴
浦
町
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
審
議
会

５
日
▼ 

琴
浦
町
地
域
公
共
交
通
会
議

９
日
▼ 
中
学
校
卒
業
式

11
〜
23
日

　
　

▼ 

第
２
回
琴
浦
町
議
会
定
例
会

11
日
▼ 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

13
日
▼ 

鳥
取
大
学
・
琴
浦
町
連
携
事
業
発
表
会

15
日
▼ 

議
会
運
営
委
員
会

16
日
▼ 

赤
碕
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事
竣
工
式

　
　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

 

琴
浦
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

17
日
▼ 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

18
日
▼ 

農
林
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

19
日
▼ 

小
学
校
卒
業
式

20
日
▼ 

ア
グ
リ
ポ
ー
ト
琴
浦
運
営
委
員
会

23
日
▼ 

全
員
協
議
会

　
　
　

広
報
特
別
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

29
日
▼ 

保
育
園
卒
園
式

　
　
　

中
部
議
長
会
総
会
（
湯
梨
浜
町
）

30
日
▼ 

浜
田
市
斎
場
視
察
（
島
根
県
）

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会

31
日
▼ 

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
調
印
式
（
倉
吉
市
）

三
月

１
日
▼
町
長
就
任
式

10
日
▼ 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
湯
梨
浜
町
）

12
日
▼ 

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

（
北
栄
町
）

　
　
　

 

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

（
北
栄
町
）

　
　
　

 

町
村
議
会
議
員
共
済
年
金
受
給
者
鳥
取
県

協
議
会
中
部
支
部
総
会
（
湯
梨
浜
町
）

18
日
▼ 

中
部
議
長
会
正
副
議
長
研
修
会

22
日
▼ 

第
１
回
琴
浦
町
議
会
臨
時
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

農
林
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

26
〜
28
日

　
　

▼ 

韓
国
蔚
珍
郡
竹
蟹
祝
祭
（
韓
国
）

二
月

１
日
▼ 

中
部
議
長
会
（
倉
吉
市
）

　
　
　

 

韓
国
蔚
珍
郡
訪
問
団
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

２
日
▼ 

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

（
北
栄
町
）

　
　
　

 

中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

（
北
栄
町
）

　
　
　

教
職
員
宣
誓
式

４
日
▼ 

一
向
平
山
開
き
式

５
日
▼ 

保
育
園
入
園
式

６
日
▼ 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

９
日
▼ 
小
・
中
学
校
入
学
式

13
日
▼ 
議
会
広
報
特
別
委
員
会

14
日
▼ 
議
会
Ｏ
Ｂ
会
総
会

20
日
▼ 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

23
日
▼ 

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

25
日
▼ 

船
上
山
さ
く
ら
祭
り

四
月
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